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Abstract The purpose of this study was to ascertain changes in spaces and support at a maternal and child living 
support facility. A facility in Tokyo served as a model case. The facility was rebuilt from wood to RC in the first 
period during the 1960s, large-scale renovation took place at the turning point in the 1980s, and the current 
building was built in 2011. It had one mother and child room per household. In the first period, the washstand, 
toilet, and kitchen were shared, but they were set up next to the mother and child room at the turning point. The 
facility has one mother child room per household that is completely private, and the space has changed from a 
communal living space to personal space now. In the past, neighboring residents were invited to the facility’s 
common space, but now it is temporarily used to aid with local childcare. 
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Table 1 Subjects of the survey 






























全員で 60 名ほどいた時期もあった。子どもが 1 名




































Table 2 Remodeling and renovation of the facility 
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Fig.1 Ground plan of the facility during the initial period 
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る面もあったことが明らかとなった。台所も各階共
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Table 3 Outline of the present facility 
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Fig.3 Ground plan for summer food services at the present facility 
  












Table 4 Outline of summer food services for children at 
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役立つ支援であると考えられる。母子生活支援施設
には，このような共用空間が備わっており，職員は
社会福祉士や保育士などの有資格者でもあるため，
子育て支援の空間と人手を提供できる要素が整って
いるといえる。この事例のような施設空間の活用及
び食事提供の価値は非常に高いものと考えられる。 
５．結論 
当施設は，大正時代から現在まで 5度の改築，改
修を経て今に至ることが確認された。1969年にはＲ
Ｃ造となり，1987年には大規模改修が行われ，設計
に寮長の意見が反映されていたことが明らかとなっ
た。初動期は水回りが共用の半個室のような母子室
であったが，一方では共用空間を使用する共同生活
を送ることにより生活ルールを身に着けやすかった
のではないかと推察される。転換期には水回りも個
別化され母子室が個室化し，現在は完全個室化とな
っておりプライバシー重視の時代の流れが強まって
きたといえる。行事の際に近隣の人を招くなどして
いた地域との関わりも，現在は子どもに関する一部
の行事のみである。 
また，施設空間では母親と子ども双方への生活支
援に使用されていたことが明らかとなった。就労で
は授産所のような形で伸子張りを母親に教えて世帯
の収入になるように支援し，その後母親たちは保育
所や学校関係の仕事に就くことができていた。子育
てについては入所世帯の子どもの保育を行い，夏休
みには子どもに給食を提供し，園庭では運動会など
の様々な行事を行い，屋上やベランダといった子ど
もの遊び場も充実していたといえる。そして，入所
及び退所世帯に寮長がお茶を教えるなど，母親が子
どもに教えられないことを施設の職員や外部の先生
が教えていたことは，母子世帯の自立にも貢献して
いたと考えられる。 
謝辞 
本稿の調査においては母子生活支援施設関係者
の皆様に多大なご協力を賜りました。記して謝意を
申し上げます。 
 
 
  
 
 
 
 
 
